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〈 は じめに 〉

　古典文学 の研究に とっ て の 不 可欠な基礎研究に，本文整定が ある．江戸 時代初期に は文学作品が版本

とい う形で 出版 され始まるが ， それ よ り以前は，書写に よ る 写本で 継がれ る の が 一般的で あ っ た．その

た め，書写の 際の 不注意に よる誤 写や意図的な書き改 めな どに よ っ て
， 本文は変化 して ゆく．書写が く

り返 されるほ ど，本文は作者 の 手 にな る原典か ら離れて い く．その よ うな本文 を， 作者 の 原典に近づ け

る研究，あ るい は ，本文 の 変容 の 過程そ の も の をあ とづ け る研 究，それ が 本文整 定の 研 究だ と い え る．

　本文整定の た めは ，誤写や改竄 などの 少 ない
， より作者の 書い た原典に近い 時代の

， よ り古い 時代 の

写本が必 要 となる．しか しなが ら，古 い 時代 の 写本は ， 存在そ の もの が稀少で ある．特 に ， 平安時代の

作 品は ， 平安時代末ま で に書写 された写本がほ とん ど残 っ て い ない ．鎌倉時代に書写 され た写本す ら稀

少 な存在 とな っ て い る の が現状で ある，

　しか し ， 古筆切と い うもの があ り，本文研究上大きな意味をもつ 場合が ある．平安時代や鎌倉時代に

和歌や物語を書写 した本は，古 く美 しく稀少 な筆跡に よっ て書かれ て い る．それ ゆえ に ，お茶会の 折に

掛 け軸 とし て鑑賞す るた め に ， あ る い は古筆手鑑 とい う古筆切 の ア ル バ ム 帖と して鑑賞するた め に ，室

町 時代以降か ら写本の 一
丁

一
丁 を切断 し，さ らに はその

一
丁の表裏をひ き剥 ぐとい うこ とがな されて き

た ．つ ま り，古い 写本は完本 として は稀で あ っ て も，
一

葉
一

葉の 断簡 としては少なか らぬ 量が今 日 に ま

で伝来 して い るとい うこ とにな る．これ ら断簡を古筆切 とい うが，これ らを集める こ とに よ っ て ，原典

に よ り近い 古い 時代の 本文の 姿を研 究する こ とが で きる の で ある．

　古筆切に は極札 とい うもの が付い て い る．古筆鑑 定家に よ っ て 誰が書い た もの か を認定 した もの で あ

る，しか し ， 古い もの ほ どその根拠は 弱く ， 古 く平安時代に書写 され た 古筆切や，例 えば藤原 定家 ・西

行 ・紀貫之 とい っ た文 学史上有名 な人物が書い た とされ る古筆切には，後代の 模写 （写 し）や ， それ ら

が 高価な値段で 取 り引き され るた め に悪意で捏造 された偽物が多く含まれ て い る．

　それゆえ，古筆切 を古典文学の 本文研究 とし て使 うに際 して は ， 古筆切 の 書写 され た年代 を明 らか に

し ， 後代 の模写や偽物 を取 り除 く必 要がある．
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　古文書 ・古筆切 な どの 書写年代は ， 書風 ・字形 ・筆勢 ・墨色 ・料紙，お よび 奥書 ・内容な どに よ っ て

判 定す る こ とがで き る．しか し ， それ で も書写年代が明確 に決定で きない よ うな場合，加速器質量分析

法 （AMS ：Accelerator 　Mass 　Spectrometry ）と い う自然科学的な手法 に よ っ て得 られる
1
℃ 年代 と

い うもの が，古筆切 の 書写年代 を推 定す る上 で 有益な情報 になる と考え られ る．

　 しか しなが ら， 吉文書 ・古経典 ・古筆切な どの 和紙資料 に
nC

年代測定法を適用 し た 系統的な研 究は ，

始ま っ て 十年程度 の ま だ間 の な い もの で あ る．それ ゆえ ， 年代 の 未詳で ある資料に つ い て の 測定が求め

られ る
一

方で ， 書風や奥書などに もとづ き年代 の 判明 して い る資料の 測定例 を蓄積 して い くこ とで
，
A

MS14C 年代測定の 正確度 と限界 とを確認 しつ つ ，その 有効性 を明 らか に して い く必 要 があ る．

　そ こ で，本研 究で は ， 以 下の 二 つ の 目的をもっ て AMsi4Cff 代測定を行 っ た ．第
一

には ，

1℃ 年代測

定の 古筆切資料に対する正確度 ・有効性 を確か める こ とを目的 に， 歴 更学的に書写年代が判明 して い る

古写経な どの 和紙資料に つ い て の 測定を行 っ た．第二 には，年代未詳 の 古筆切資料 ， 年代 に関 して 異論

の ある資料 ， ある い は後代 の 模写や偽者の 疑 い がある資料，これ ら古筆切 の 書写年代を明 らか にするこ

とを 目的 として ， AMsi4C 年代測定 を行 っ た．

　本稿にお い ては ， これ までに測定 され て い る古文書 ・古筆切資料の 詳細 とAMS に よ り得 られ た
14C

年代を以下 に報告す る．

〈 1 ．中尊寺紺紙金銀交書
一

切経断簡〉

　 「中尊寺紺紙金銀 交書
一

切経」 は ，大治元年 （1126年）の 中尊寺金色堂落慶供養の ため に ， 藤原清衡

（1056〜1128 年）が発願 した願経で あ り，永久五年 （1117 年）頃か ら天 治二 年 （1125年）頃にか けて

書写 された もの で ある．

　
14C

年代測定の 結果 を表 1に 示 した．六 回 の 測定結果の 平均値は ，
935± 14［BP］となっ た．こ の 1 σ の

範 囲 を 暦 年 代 に 較 正 し た 結 果 が ， 1036（1041）1065， 1084（1094，
1117）1123，　1137（1141）1144，1147

（1153）1157［cal 　AD］で ある、2 σ の 誤差範囲を較正 した値も，
1028（1041，1094，1117，1141，1玉53）ll60［cal

AD］で あ り， U 世紀中ばか ら 12 世紀中ばごろ との結果で ある．較正 曲線が横ばい になっ て い る期間にあ

た るため ， 較正年代の 誤 差範囲は
14C 年代の 誤 差に比 べ て広 くなっ て い るが ，永久五年 （1117年）か ら

天 治二 年 （1125年）の 頃 とす る歴史学的 な年代 と
一

致する結果で あるこ とがわ か る．

表 1 ．中尊寺紺紙金銀交書
一

切経断簡の AMS ！4C
年代

測定回数　
≧℃ 年代 ［BP］ 較正年代 ［cal 　AD］

123456 942± 29

971」：32

948± 37

890± 30

929± 40

932± 34

1027（1039）1069，1080（1103，Il15）1126 ，1136 （1142 ，
1151）1158

1021（1G28）1041，109501117 ， lI4101152

1023（1038）1071，107901129 ，1136（1143， 1149 ）1158

104501049 ， 105601087 ，
112101138

，
1156 （1161）1193，　119801209

1028（1043， 1091， 1120，
1139

，
1155 ）1i62

103G （1042，
1092

，
1118，1140，1154）ll60

av ．± 1σ 　 　 　935± 14

　 ± 2 σ　　　　　±28

1036（1041）1065，1084（1094， 1！17）1123，
1137 （1141）1144 ， 1147（1153 ）1157

1028（1041， 1094， 1117， 1141， 1153）1160
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〈 2 ．仏書紙背仮名消息〉

　こ の 「仏書紙背仮名消息」は ， 次 に報告す る 「因明問答抄 」 と同時に 入手 した もの で ある．それ ゆえ，

因明問答抄の ツ レ で あろ うか とも推測され た ．仮に そ うで あ る とす るな らば，こ の 仮名消息の 年代も，

因明問答抄と同 じく正 和四年 （1315 年）頃 とい うこ とに なる ．

　しか しな が ら ， 仮名消息の 筆SS　・字体に みられ る特有な鋭さか ら判断すると， その 年代は む しろ平安

時代末期か ら鎌倉時代初期 とい う時期に求め られ る．

　こ の 平安末期 か ら鎌倉初期 とい う仮名消息 の 年代は ， 『思文閣古書資料 目録　第 106号』 （工982 年 7

月）に掲載され て い る 「飛鳥井雅経　鎌倉時代高山寺文書紙背消息　正 治二 年十月 八 日民部卿 殿宛」 と

い う別 の 資料か らも支持 され る もの で ある．こ の 高山寺文書紙背消息の 表 の 文 書は ， 仏書紙背仮名消息

の 仏書 とま っ た く同筆の もの で あ り ， 同時期 に書写 された ツ レ で あ る と判断する こ とが で きる．そ して ，

こ の 高山寺文書の 書写年代が 1200 年 ごろに求め られるの で ある．すなわ ち， 紙背文書である飛鳥井雅

経 （1170〜1221年）筆の 消息には，正治二 年 （1200年）10月 8 目とい う年号 日付が記 されて い るた め ，

高 山寺朱印の 押 された表の 文書は，それ よ りも少 し後に書かれたもの で あるとい うこ とに なる．したが

っ て ，仏書紙背仮名消息の 書かれた年代 も， およそ 1200 年頃，つ ま り平安末期か ら鎌倉初期 とい う時

期 に求めるこ とがで きる の で ある．

　
t4C

年代測定の 結果を表 2 に示 した．較正年代は 12世紀後半か ら 13 世紀後 半を示 してお り，仮名消

息の 書風や高野 山文書か ら求め られ る平安宋期 〜 鎌倉初期 とい う時期に相当す る年代で ある．

表 2 ．仏書紙背仮名消息の AMS1 ℃ 年代

測定回数　
1℃ 年代 ［BP］　　 較正 年代 こcal 　AI）］

123 820 ：ヒ38　　　　119201200 ，1208（1221）1263

864：ヒ31　　　　1160（1191，1202，1207）1218

845：t25　　　　116401168 ，1187（1214）1222

av ．± 1 σ

　 ± 2 σ

843：ヒ18　　　　1王8901203
，
1206 （1215）互221

　 ± 37　　　　1162（1215）玉257

〈 3 ．因明問答抄 〉

　 「因明闇答抄」 ．こ の 資料に用い られて い る料紙は楮紙で あ り， 紙高は 30，1cm， 紙幅は 46．9cm で あ

る ．仏書の 書写 された面には雲母砂子が引か れて い る．裏面の仮名 消息は ， 「か は る しる しの 御 よ ろこ

ひ とか の つ きせ す候は んするめ て た さに候」 と記 されて い るこ とか ら，年賀状で あると考えられる ．ま

た ，
「御い の り心 しつ か に っ とめ て 候ゴ とある こ とか ら判 断すると， 僧 か ら の消息の よ うで ある．こ の

資料は ， 田中塊堂 『日本写経綜鑒』　（思文閣出版 ， 1974年刊）所載の 「因明問答抄」 の ツ レで ある．そ

の 561 頁 に掲載され て い る写真版に 照ら して ，
「有」 「也 」 「云 々 」　 「秘記」 など の字形が全 く同

一
で

あ り ， 紙背に仮名消息が あ り， か つ 天 に 二 条 ， 地 に
一

条の 墨界を施す と こ ろも同 じた め で ある． 『日本

写経綜鑒』によれ ば ， こ の 資料は ， 信懐が 正和 四年 （1315年）に書写校合 した もの で ある とい う．反古
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（古手紙）の 紙背 を利用 した もの で あるか ら，その 料紙の 年代は正和 四年 よ りも ， 少 しさか の ぼるこ と

に なる．

　
1
℃ 年代測定の 結果を表 3 に示 し た．較正 年代は ，

1300 年前後もしくは 14 世紀中〜後期 とい う値 で

あ り，正和 四年 （1315年） よ りも少 し前 とい う歴史学的な年代と
一
致する結果を示 して い る．

表 3 ．因明問答抄の AMsi4C 年代

測定回数　
王℃ 年代 ［BP］ 較正 年代 ［cal 　AD］

123 667± 52

649± 28
653± 32

1284（1298）1321， 1351（）1389

1296（130D1316 ， 1353（1372，1379）1388

1294 （1300）1316，1353（1373，1377）1388

av ．± 1 σ

　 ± 2 σ

656± 22

　 ± 451295

（1300＞1304 ，
1367 （1374 ，

1376）1384

1288（1300）1326，1348（1374，1376）1391

〈 4 ．中院宣胤筆奥書切〉

　紙高 23．4cm，紙幅 13cmの 楮紙 に書か れた 「中院宣胤筆奥書切 は ， 何か の 写本の 奥書の 部分で ある．

60 歳 の 中院宣胤が ，文亀元年 （1501 年）に記 した現物 と判断で きる．そ の根拠は，筆tw　・墨色に不自

然 さが なく，花押も確か で あるこ と，また，記 された文言の 中に 「亀寿 の 所望 に依 っ て禿筆 を染めた 」

とあるが ，宣胤の 日記 『宣胤卿 記』　（臨川書店，1965年刊） の 文亀二 年 （1502年） 4 月 27 日，28 日，

29 日， 5 角 1 目の 条に ， 「亀寿丸 j とい う人物が出て い て ， この奥書の 内容に も疑 うべ きとこ ろがな い

こ とで あ る．表 4 に示 した
正
℃ 年代測定の 結果で も， そ の較正年代は，文亀元年 （1501年） と

一
致する

結果 を示 して い る．

表 4 ．中院宣胤筆奥書切の AMS14C 年代

測定回数　
14C

年代 ［BP］ 較正年代 ［cal 　 AD］
123 303± 41

417± 27
325 ± 26

1517（1534，1537）1596，1619（1637）1648

1441（1449）1478

149501498 ，1514（1524，1562）1600，1615（1629）1638

av ．± 1σ

　 ± 2σ

348± 18

　 士 37

1487（1516）1523， 1567（1598，1617）1627
1477（1516）1531，正543（1598，1617）1635
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〈 5 ．伝藤原行成筆佚名本朝佳 旬切 〉

　藤原行成 （971〜1027 年）は ， 平安時代の 能筆で あ り，小野道風 ・藤原佐理 とと もに 三蹟 の
一

人 と

して知 られて い る．

　20 年 ほ ど前に紹介され た こ の 「伝藤原行成筆佚名本朝佳句切」は ， 書風 ・書体 ・筆致な どが寛仁二 年

（1018年）の 藤原行成真跡 「白氏 詩 巻1 （東京国立博物館蔵）の それ と共通す る こ とか ら，同時期の 行

成真筆で ある と され て い る （小松 茂美 『日本 の 書 3　 三跡』中央公 論社，1981年刊）．また，こ の 古筆

切 は飛雲紙 とよばれ る料紙 に書か れ て お り ， こ の 点か らも平安時代 の もの と判定す る こ とが で きる．

　飛雲紙 とは ， 藍 に よ っ て 染色され た繊維 が 料紙 の 中に部分的に配 され て お り， 茜雲が空に浮 か ん

で い るよ うにみ え る装飾料紙 で あ る．現存す る飛雲紙 と して は ，　 「深 窓秘抄」や 「堤中納言集 （名

家家集切）」 な どが 最古の 例 とし て 知 られ て お り，い ずれ も 11 世紀半ばに成立 した もの で あ る．こ

れ ら原初的 な飛雲紙 は，後世 の もの に比 べ ると大 きな飛雲が 漉き込 まれ て い る の が特徴で あ る．「元

暦校本 万葉集 （難波 切） 」 な ど 11 世紀末 の もの にな ると ， 飛雲 は小型化 し ， 12 世紀初頭の 「烏丸

切後撰和 歌集 亅 な どで は さらに小型化 し形骸化 して い る （四辻秀紀 『彩 られた紙 料紙装飾』，徳川

美術館，220−229
，
2001 年 ）．飛雲紙は ，

こ の よ うに 11 世紀 半ばか ら 12世紀初頭 にか けて 特異的 に

使用 され た もの で あ り，後世に はその 使用例 を見出す こ とはで きない 料紙で ある．こ の 佚名本 朝佳

句切 に も大型の 飛雲 が漉 か れて お り，
11 世 紀半ばの 飛雲紙 と共通 して い る。

表 5．伝藤原行成筆佚名本朝佳句切の AMsi ℃ 年代

測定回数　
14C

年代 ［BP］　　 較正年代 ［cal 　ADユ

123 1071 ± 34

1109± 36

1133± 36

9020916 ，963（984）1002，101201016

893（902，917，962）984

887（896，923，940）978

av ．：辷1σ 　　llO4：t20

　 ± 2 σ　 　　 　 　 止 41

897（903， 916）922， 943（964， 972，
975）982

891（903，916，
964

，
972，975）995

　表 5に示 した とお り，
14C

年代測定に よ っ て得 られ た 結果は 1104± 2G［BP］で あっ た．これ は較正年

代に換算す る と，897（903，916）922，943（964，　972，975）982匸ca ］ al）ユとなる ．10 世紀初頭 も しくは IO

世紀 後 半 との 結果 で ある ． 2 σ の 誤差範囲で暦 年代較正 を行 っ て も ，
891（903 ，

916
，
964

，
　972

， 975）

995［calAD ］とい う結果で ある．較 正曲線 が横 ばい にな っ て い る時期で あるため誤差範囲が大 きい が ，

14C
年 代測定の 結果は ，10 世紀末 か ら 11 世 紀初頭 の 行成 の 筆 とす る書跡 史学的な見解 と一致す る と

い っ て よ い で あろ う．また ，これ は同時 に ，10 世紀末ない し 11 世紀初頭の 飛雲紙 の 存在を示す結

果で あ り，飛雲紙 の原初 的な もの の 出現が こ の 時期 にまで さか の ぼる可能性が 示 された こ とにな る．

　ただ し，
見4C

年代測 定の みか らは ，藤原 行成 の真筆で あ るか とい う点ま で は結論 づ ける こ とはで き

ない し，また ，天禄三 年 （972年）生 まれの 行成よ りも早い 時期の 能筆の 手になるもの で ある可能性 も

否定で きな い ．こ の佚名本朝佳句切 の 書風は和様の典型 とい うべ きもの で あるが，行成 よ り前で 稲様の

能書と して名高か っ た人に，兼明親王 （914〜987年）が い る．行成の 日記 「権記」 には ，行成が兼明親

王 の 書を臨模 して い た こ とが記 され て い る （寛弘八年十
一

月 二 十 目の 記事）．兼明親王 の 書は行成の 手

本で あっ たの で あ り，行成 の 書風に近か っ た と考え られ る．年代測定の 結果は，行成で は なくこ の 兼明

一219一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Nagoya University

NII-Electronic Library Service

Nagoya 　UnlverSlty

親王 の 書で ある と考え る こ ととも矛眉は しない ．兼明親王 か ，藤原行成か，あるい はそれ らの 周辺に い

た他 の 能書の 誰か か，その い ずれにせ よ，年代測定によ っ て 佚名本朝佳句切の 書写年代は ， 行成よ りも

後 とい う可能性はなくなっ た とい っ て よい ．

〈 6 ．伝藤原 定家筆小記録切〉

　こ の 「伝藤原定家筆小記録切」 は ， 九葉の 小 記録切 が一
巻の巻子 に され たもの である。九葉はそれぞ

れ に書かれて い る内容か ら判断 して ，
二 葉の ツ レ と七葉の ツ レ の二種類に分け る ことが で きる．二 葉 の

ツ レ に書か れて い る漢文は ，　 「禁秘抄」 か ら の 抜き書きで あ り，余 白にひ らが なで書かれて い るメモ の

よ うなもの は， 噺 古今集」 に 見える歌 （「しくれ の 雨まな く しふ れ は真木の 葉もあらそひか ねて 色 っ

きにけ り」 ）の
一

部分で ある．七葉の ツ レ に書かれ て い る漢文は，残念なが らその 出典を明 らかにす る

こ とが で きない ，しか し ， そ こに記 されて い る 「秉節校尉」　 「通訓大夫」 「幼学」　 「経筵」 「春秋館」

「別提」　 「崇禄大夫」　 「朝奉大夫」　 「中直大夫J などは ，韓国の 高麗時代 （918〜 1392 年），朝鮮時代

（1392〜 1910年）の 官職名で ある．また，余白にひ らがな で書かれて い るの は， 「伊i勢物語」 の 本文 の

抜 き書き と簡略な注 と思われ る．

　藤原定家 （1162 〜1241 年） 自筆の 「伊i勢物語」 の本文や注 とい うこ とに なれば ，大変貴重な資料 の 発

見 とい うこ とに なるが ，定家筆 とい われ る古筆切 には，多くの 写 し （模写本）や偽物が含まれて い る。

そ こ で ， 七葉 の ツ レの 方 の
一
葉につ い て，

1℃ 年代測 定を行 っ た ．表 6 に測定結果 を示す ．較 正年代

は ，
13 世紀後半 も し くは 14 世紀後 半 と の 結果が 得 られ た．定家は仁 治二 年 （1241年）に亡 くな っ て

い る の で ， 定家の 自筆 とす るに は，やや新 しい 年代で あろ う．

　また ，
こ の 資料 には別 の 問題が認 め られ る．すなわ ち，そ こ に記 されて い る韓国 の 官職名 の なか に は ，

朝鮮時代 にな っ てか ら設置され た と考え られ て い る もの （「別提」 嘲 奉大失1 「中直大 夫ユ など）が

含まれて い るの で ある．これ らが定家の 活躍 した 13 世紀前半には既 に存在 して い た 可能性 を考えるこ

と もで きるが，定家の 自筆で は なく ， 定家流 の筆跡を使 い こなす後世 の 人 が書い た もの と考え るほ うが

自然 で あろ う．い ずれにせ よ ， 鎌倉〜室町期 の 日本 の 文献資料の なか に ， 韓国 の 高麗時代史に かか わ る

もの が見い だされた こ とは ， 非常に珍 しい こ とである．今後 ， 韓国史の 問題と して掘 り下げられ る こ と

を期待 したい ．

表 6 ．伝藤原定家筆小記録切の AMsi4C 年代

測定回数　
工
℃ 年代 ［BP］　　 較正 年代 ［cal 　 AD］

123456 710± 39

718± 35
670 ± 30

625± 30
686± 36

702± 33

1278（1287）1298

1277〈1285）1296

1289（1297＞1303，136901382

1299（1305）1329， 1344（1365）1374， 1376（1386）1395

1283（1294）1301，1372（＞1379
1281 （1289）1298

av ．：辷1 σ　　　　685± 14

　 ± 2 σ　　　　　 ± 28

1289（1295）1298

1284（1295）1301，1371（）1379
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〈 7 ．伝藤原定家筆古今集抜書切〉

　こ の 「伝藤原 定家筆古今集」 も，先の 資料と同様に藤原定家 （1162〜1241年）筆 と極め られ た ， 古

今和歌集の 恋歌ばか りを抜き書い た古筆切 で ある．料紙は楮紙で あ り ， 縦幅は 18．Ocm，横幅は 12．2cm

で あ る．天 に二条，地に
一
条の 墨界が 引かれ て い る．真正 な物であるな ら ， 細身の 筆線か ら判断 して定

家の 若い 頃の 筆跡に近く，1200年頃の 書と い うことになる．

　 しか しなが ら，定家筆とする には不 自然なところ，すなわち 「連 （れ）」 「遣 （け）」 等の 文宇の く

ず し方が，定家真蹟 と され て い る もの の くず し方 とは異なる とい う疑闘点があっ た．定家筆と い われ る

もの には ， 定家が歌 道の 上で神格化 された た め，後代の 偽物や模写 が き わめて多い の で ある．

　そ こで，こ の 資料に つ い て
14C

年代測定を行 っ た （表 7 ）。

表 7 ．伝藤原定家筆古今集抜書切 の AMS 廴4C
年代

測定回数　
i4CIE

代 ［BP］ 較正 年代 ［cal 　 an］

123 227±55

270士 26

225± 33

1642（1660）1676，176501767 ，177601802 ，1939（＞1946

1638（1645）i665

1649（1661）1670，
178001797

av ．：辷1 σ

　 ：辷2 σ

240 ± 23

　 ± 46

1647（1656）正663

1640 （1656）1670 ，
17800 廴797

　
1
℃ 年代 測定の 結果は ，240± 23［BP］で あ っ た．こ れ は ， 較 正年代 に して 17 世紀半ば以 降とい うも

の で あ り ， 近 世に な っ て か らの 書 写で ある こ とを示す結果で ある．古筆切 には 写 しや偽物が多く含ま

れ て い るが ，
AMS14C 年代測定に よ っ て ，こ うした後世 の 書 を定家筆 とされ る史料 の 中か ら除 くこ

とがで きた例で ある ．
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〈 8 ．伝宗尊親王筆藤原実方家集 切〉

　こ の 「伝宗尊親王 筆藤原実方家集切」 は ， 平安時代の 歌人藤原実方 （？ 〜 998 年）の 歌を集めた家集

の 断簡で ある．料紙は斐紙 紙高は 24．6cm，紙幅は 13cmで あ り，霙母砂子が撒かれて い る．

　こ の 古筆切 には， 「宗尊親 王 」 筆の 極札が付 されて い る．宗尊親王 （1242〜 1274年） と極め られ る

古筆切は，その ほ とん どが平安時代の 書写にか か る端正典雅な麗筆で ある，本断簡 の書風 は，宗尊親王

と極 め られる如意宝集切 ・十巻本歌合 ・高野 切二種 などの 雰囲気に通 うもの がある．ま た， 「も」 の 音

を 「ん」 で表記する平安時代か ら鎌倉初期の 特徴ももっ て い る．これ らの 点か ら，正 しい 資料で あるな

ら 11 世紀後半に書写 され たもの と考え られ ，実方家集の 写本の 断簡 として は特別に 古い ，本文価値の

非常に高い もの にな る．

　 しか しなが ら，そ の筆線は少 々 生硬 に感 じられ ，後代の模写ある い は偽筆で ある可能性 も有す る資料

で あ っ た．

　さて ，これ の ツ レ と思われる もの が京都の 北村美術館に
一
葉あ り，それ につ い て 『古筆学大成』は，

11 世紀半ばの書写で あ り， 「実方集」 の 現存最古の 書写本断簡 として い る．現物を調査 させ て い ただい

た とこ ろ，やは り，測定を行 っ た古筆切 と同筆 の ツ レ と思われ た．箱蓋の 裏 に 「傳宗蓐親王 御筆　九枚

ノ 中　　（吉沢義則氏花押）j とあ り，折紙に 「傳宗尊親王御筆　青蓮院切　ほ りかは の　 （吉沢義則氏

花押）1 とあ っ た ．か っ て 九葉ま とまっ て 伝存 して い たこ と，青蓮院 に関わ りの ある らしい こ とが知 ら

れ た．しか し，書写年代を決定する根拠は得 られなか っ た．

　 と こ ろが ， 『冷泉家時雨亭叢書　第 20 巻　平安私家集　 7 』　（朝 日薪聞社，1999年刊）の 中に平安

時代書写の 「実方家集 1 が あり，そこ に，当該断簡および北村美術館蔵の もの と全 く同 じに書かれ た部

分が，存在した の で あっ た．っ ま り，平安時代の 書写に かか る原本が ， 冷泉家に完全 な形で存在して い

た の で ある．測定を行 っ た古筆切に 当た る部分は該書 446 頁 （18 丁 ウラ）に ， 北村美術館蔵に 当た る部

分は 415 頁 （3 丁 オ モ テ ）に掲載 され て い る．とい うこ とは ，
こ の 古筆切も北村美術館蔵の もの も，後

代 の 写 しで あ る とい うこ とにな る の で ある．

　 そ こ で ， こ の古筆切 につ い て も
14C

年代測定を行 っ た ．表 8 か らわ か る とお り，
14C

年代測 定の 結果

は ， 202± 20［BP］と い う，較 正年 代に して 17 世紀半ば以降に相 当す る値で あ っ た．誤差範 囲を 2 σ

に した と して も，11 世紀に は さか の ぼ るこ とはな く，近 世以 降に 書写 された資料で ある こ とが
KC

年 代測 定で も示 され た の で あ る．

表 8．伝宗尊親王筆藤原実方家集切 の AMS エ4C
年代

測定回数　
廴4C

年代 ［BP］　　 較正 年代 ［cal 　 AD］

123 227± 48

227± 29

151± 25

1643（1660）1673 ，
17770180e

，
194101946

工650（1660）1668，178101796

1674（1681＞1691，
1728（1734＞1777，

1800（1806）1811，
1920（1931）1941

，

　　1946（1947）1948

av ．± 1 σ　　　　202± 20

　 ± 2 σ 　　　 　　 ± 41

1661（1667）1673，1777（1782，1795）1800，1942（）1946

1654 （1667＞1679 ，
174001753

，
1756 （1782 ，

1795 ）1804 ，
193501947
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〈 9．伝二 条為氏筆散逸物語切 〉

　 「伝二 条為氏筆散逸物語切 」 ．こ の 資料は物語 の
一

部分が 書写 され て い る古筆切で あ り，

一
丁 を表

裏に剥い だ連続す る二 葉 として 伝存 して い る．二葉 とも，
一

面十二行書きで あ り，料紙 は縦 15．8cm・横

15．Ocm の 楮紙で あ る．　 「二 條家為氏卿」 と記 した極札が付い て い る．

　 こ の 古筆切 には登場人物の 詠んだ 釉歌が含まれて い るの で ，新編国歌大観を検索してみたが，該当す

る和歌は存在 しなか っ た．現存平安時代物語 には該当す るもの が ない よ うで ある．鎌倉時代擬 古物語 の

可能性 もあるが ，現段階で は鎌倉時代物語の 調査 を完了 して い ない の で 断言は で きない が，現在に伝わ

らず滅び去 っ て しまっ た散逸物語 の 断簡で ある可能性が高い ．室町時代 以降の 古写本の 解 体に ともな

っ て ，現在 に伝 わる こ とな く散逸 して しま っ た物語が 多 く存在 し て い た こ とが わか っ て お り，その

中の ひ とつ で ある と考え られ る．

　だが ， 散逸 され て しまっ た もの で ある ゆ えに ， 内容 の 面か らは年代 や作者 に関す る情報 を得 る こ

とが難 し い ．せ めて，こ の 断簡 の 書写 され た年代がわかれば，い つ 頃に は成立 して い た作品な の かが 判

明す る．そ こ で ，

1℃ 年代測定 を行 っ た （表 9 ）．

　結果 は， 2 σ の 誤差範 囲の 較正年代に して も 1221 〜1286［cal 　AD］で ある．鎌倉時代 中期 の 年代で あ

り ， か な り古い 時代の 写本 の 断簡で あるこ とが糊明 した ．なお ，
こ の 年 代は極札 に記 され て い る 二条

為 氏 （1222〜1286 年）が 歌人 と して活 躍 した時代に符合す る結果で もある ．

　平安 ・鎌倉時代の 古写本は 極め て稀な存在で あ る．例 え ば ， 竹取 物 語 の 場合，現存す る最古の 写

本は室町 時代末か ら近世初頭 に か けて の もの にす ぎない ．また，数枚 しか 残 っ てお らず貴重視 され て

い る古筆切 の 断簡も南北朝期頃の もの と考 え られ て い る．鎌倉時代 中期にま で さか の ぼ るこ の 古筆

切 は，それ だ けで 高い 本文価 値 を有す る もの で あ り ，
こ の こ とが

14C
年代測定に よ っ て明 確に され

た の で ある．こ の 物語切 の ツ レ が
一一

枚 で も多 く収集 され る こ とで ，失 われて しま っ た物語 の 一
部な

り ともが 復元 され るこ とが期待 され る．

表 9 ．伝 二 条為氏筆散逸物語切の AMsi4C 年代

測定回数　
i4CEf

代 ［BP］　　 較正年代 ［cal 　 ADI

123 760ゴ：55　　　　1221（1276）1289

785：131　　　　1221（1261）1278

753 」：25　　　　1262 （1278）1283

av ．± 1 σ

　 ± 2σ

766± 23　　　　1258（1275）1280

　 ：ヒ45　　　　1221（1275）1286
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〈 10。伝冷泉為相筆散逸物語切 〉

　こ の 「伝冷泉為相筆散逸物語切」 も， 先の 伝二条為氏筆の 物語切 と同 じく， 現存する平安 ・鎌倉時代

物語に該 当す る もの を見い だせ ない 散逸物語の 断片 と思われ る．極札にある冷泉為相 （1263−1328 年）

は鎌倉時代の 歌人で ある。また ， 先の 二 条為氏の 異母弟にあた り， 両者が家領の 相続をめぐりあ らそ っ

た ことが知 られ て い る．しか しなが ら，こ の 散逸物語の 内容 につ い ては，
一

葉だけか らは研究 の 糸 口 を

見 い だすこ とが で きない ．そ こ で ， い つ 頃に書写 された もの なの か
， す なわちい つ 頃までには 成立 して

い た物語 なの か を明 らか にす るた め ，

MC
年代測定を行 っ た （表 10）．

　測定結果は ， 較正年代で 1288〜1304，　1367〜 1384匚ca ユ AD］で ある，鎌倉末か ら南北朝にか けて 書写 さ

れ た物語 の 断簡で あるこ とが示 され た．また ，
こ の年代は ， 歌人 として の 冷泉為相が活躍 した 時期 を

含む結果 で もある．

表 le．伝冷泉為相筆散逸物語切の AMS14C 年代

捌定回数　
14C

年代 ［BP］ 較正年代 ［cal 　AD］

123456 628± 32

723土 32

685土 39

621土 33
682土 35
681 ± 34

1299（1304）1328， 1344（1366， 1385）1394

1277（1284）1294
1283 （1295）1302，137101380

1300（1312）1330，1342（1354）1374，1376（1387）1396

1284（1295）1301，137101380

1285（1296）1301，1371（＞1380

av ．：ヒ1σ 　　　　　670± 14
　 ±2 σ 　　　　　 ± 28

1294（1297）1300，137201378
1288 （1297）1304 ，

136701384

〈 11．伝平業兼筆春 日切 〉

　春 日切は 古来よ り有名 な古筆切で ある．雲母 引き料紙に 白罫が 引かれ ，特徴あ る筆跡で 和歌が書写 さ

れ て い る．一
冊完全 な形で残 っ て い る もの に 「公 忠集」 があ り，また，残欠本と して は 「九条殿師輔集」

（前 田育徳会尊経 閣文庫蔵）がある．しか し ， そ の 他は古筆切の 断簡 と して 伝存して い る。古筆切に な

っ て い る もの に は，残欠本 「九 条殿師輔集」 の ツ レ ，そ して，今に伝わ らない 散逸私 家集で あ る 「花 由

院御集」 の 断簡，また，やは り現在散逸 し て しま っ て い る 「小野宮実頼集」 末部の 断簡 ， さらに ，
い か

な る作品 か判 らない 未詳家集の 断簡が ある．現在に伝わ らぬ散逸家集 「花山院御集」 の 断簡 ，　 「小野宮

実頼集」 の 末部散逸部分の 断簡 などは，
一

葉
一

葉がそれ らを復元 するた めの 貴重な資料 となっ て い る．

　こ の 春 日切は，平業兼 （生没年不詳，鎌倉時代 の公卿）筆 と古来伝 えられて い る．しか し ， 完全な形

で残 っ て い る 「公 忠集」 の 奥書に は 「校合畢／従三位行治部卿平朝臣業兼」 とあ り，そ の 筆跡 が本文 の

筆跡 とは異 なっ て い る の で，業兼は校合をお こな っ た人物で あっ て ，本文の 書写者は業兼 の 身近に い た

別人 と考 えられ て い る．

　奥書に よれば，業兼 が校合 をお こな っ たの は ， 業兼が 従三位治部卿 の 地位 にあ っ た ときで あるか ら，

それは元久二 年 （1205 年）か ら承元 三年 （1209 年）まで の 間とい うこ とになる．すなわち，本文が書
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写 された時期はそれ とほ ぼ同 じ頃 ， あ るい はそれ よ り少 し前となるはずで ある．こ の 点を明 らか にす べ

く ， 近年薪たに出現 した断簡 （「小野宮実頼集」 末部散逸部分 と思わ れ るが ， そ の 書写内容の 詳細に っ

い て は別稿 にゆず る）を用 い て ，
14C

年代測定をお こ な っ た （表 1D ．較正年代に して ，
12 世紀末か ら

13 世紀 半ばに相 当す る測定結果で あ っ た．奥書が書か れたで あろ う元久二 年か ら承元三 年の 頃 とは ， 許

容で きる誤差の 範囲にあると認 めて よか ろ う。これまで説かれて きた とお り ， 春 日切は鎌倉時代初期の

書写本 と考え られ る．

表 11．伝平業兼筆春 日切の AMS 王4C
年代

測定回数　
i4cny

代 ［BP］ 較正年代 ［cal 　AD］

123 784± 37

806± 34

836± 35

1220（1261）1279

1215（1225，1226，1243）1273

116401168 ，1186 （1217）1257

av ．± 1σ 　　　　808　ti：20

　 ± 2 σ　　　　　 ± 41

1217（1224，1229， 1240）1262

119201199 ，1209（1224，1229，1240）1277

〈 12。伝俊寛僧都筆三 輪切 〉

　三輪切は，俊寛僧都 （1142’vll79 年）筆 と伝え られ る 「古今和歌集」 の 断簡で あ り，鎌倉時代の 書写

と考えられ て い る．しか し，鎌倉時代と い っ て も，鎌倉初期 と末期で はい ささか の径庭が ある．少 しで

も書写年代 を限定す べ く，
14C

年代測定 をお こな っ た．ちなみ に ， 三 輪切 と され て い る古筆切には数種

類がある の だが ，
こ こ で用い たもの は東京国立博物館蔵 （「東京国立博物館図版目録　日本書跡篇　和

様 1 」 の 42）の 三 輪切 と同一筆跡の ツ レ で ある．測定結果 （tc　12）は ， 較正年代に して 14 世紀頃に相

当 し，鎌倉末期か南北朝期 の書写本 である こ とが示 され た，

表 12．伝俊寛僧都筆三 輸切の AMsi ℃ 年代

測定回数　
14C

年代 ［BPI 較正 年代 ［cal 　AD］

123456 563± 33

643± 34
594± 40

653± 30

698士 37
542± 37

132701346 ， 1393（1402）1413

1296（1302）1325，1349（1370，1381）1391

1303〈1328，1344）1368，1383（1394）1405

1295（1300）1315，1354（1373，1378）1387

1281（1291）1299，137401376

133101340
， 1397〈1408）1424

av 。± 1 σ 　　 615 ：ヒ14

　 ± 2 σ　　　　　 土 29

1303（1319）1328，1345（1352）1368，1383（1389）1394

1300（1319）1332，1339（1352＞1373，1377（1389）1399
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〈 13．伝藤原行能筆斎宮女御集断簡 〉

　斎宮女御徽子 （929〜985年）の 家集は ，歌数お よび 歌の 配列順序の 相違に よ っ て ，四系統 にわけ られ

て い る．しか し ， 新たに，歌の 配列 1槓序が 四 っ の 系統の いずれ とも異なる 「斎宮女御集」 の 断簡が出現

した．い ままで知 られて い る諸伝本 とは異な る別系統の 「斎宮女御集」 は，い つ 頃書写 されたもの で あ

るか ， それ を明 らか にす る べ く
14C

年代測定をお こな っ た 俵 13）．測定結果は ， 較正年代に して 14

世紀頃に相当 し，鎌倉末期か南北朝期 の書写本で ある こ とが示 された．

表 13．伝藤原行能筆斎宮女御集断簡の AMsi ℃ 年代

測定回数　
MC

年代 ［BP］ 較正年代 ［cal 　 ADユ

123 606± 30

649± 32

691± 32

1302（1325）1333，
1338（1349）1369， 1382（1391）1399

1295（1301）1319，1352 （1372 ，
正379 ）1389

1283（1293）1300， 1374（）1377

av 。：ヒ1σ 　　 649：ヒ18

　 ± 2σ　　　　　土 36

1297（1301）1304，1366（1372，1379）1386

1292（1301）i326，1348（1372，1379）1391
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       Kohitsugire is a  paper  fragment of  an  old  manuseript  written  mainly  in the Heian'

Kamakura  period. Although they have significant  information for historical, literary and

paleographical study  because of  their antique  handwriting and  description of  historical inci(fents,

there are  many  copies  and  counterfeits  written  several  centurics  later, In this study,  radiocarbon

ages  of  Kohitsugire were  measured  by the AMS  metbod.

       On the Kohibsugire attributed  to the famous calEigraphists  in the Kamakura  period

(Fujiwara no  Sadaie and  the Prince Munetakal, radiocarbon  dating indicated that they were  not

genuine  and  should  be excluded  from the materials  for study  on  the cahigraphists.

       Calibrated radiocarbon  ages  of  the Kohitsugire attributed  to Fujiwara  no  YUkinari

indicated the middle Heian period. This calligraphy  was  written  on  Tobikumogami  paper, which

has bilfowing cloud  pattern deeorated with  indigo blue dyed fiber. Although  it was  commonly

accepted  that the Tobikumogami  is peculiar to the middle 11thl early  12th oentury,  the results

from radiocarbon  dating also suggested  that the origin  of  the Tobikumogami would  date baek to the

last 10th or  the early  1lth century  when  Fujiwara no  Yukinari flourished as  a  calligraphist.

       The  calibrated  radiocarbon  age  of  the Kohitsugire attributed  to Nijo Tameaji and  Reizei

Tamesuke  showed  that they  are  fragments of  old  manuscripts  describing fost tales, and  were

written  in the 13th--14th century,  Aecordingly, radiocarbon  dating clarified  the existence  of  ancient

tales which  had been unknown,  and  indicated their worth  as  a  material  for the Btudy  of  classical

Japanese literature.

-227-


